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1．はじめに 

赤外線サーモグラフィ法によるコンクリ

ート欠損の検出精度は，画像データに依存

している．野外環境下での計測では，環境

ノイズの影響が不可避であり，ポスト処理

によるノイズ除去法の確立が急務な課題と

なっている．筆者らは，このような現状を

踏まえて物性値の空間的補完法である

Kriging 法による赤外線画像のノイズ除去

法を検討している 1)．  
本報では，欠損が顕在化したコンクリー

ト開水路を対象にノイズ条件下での赤外線

計測を行い Kriging 法による検出画像のノ

イズ除去を試みた結果を報告する．  

2．計測対象・方法 

調査対象は（独）水資源機構が管理する

豊川用水東七根第 2 開水路である（図 1）．

水路型式は無筋コンクリート三面張り水路

型式である．目視調査の結果，ウイープホ

ール近傍でのクラックの進展が顕在化して

いた．赤外線画像は 15 分毎に 24 時間計測

を試みた（図 2）．熱源は日射であり，熱計

測と同時に日射量を計測した（図 3）．  

3. 赤外線画像の Kriging 処理 

環境ノイズの影響を受けた赤外線画像は，

768 分割した後に環境ノイズとそれ以外を

分類し，Kriging 処理を施した．  
Kriging 法とは，連続的に広がる対象を

規則的もしくは不規則的に設けた複数の観

測点でのデータを用い，空間的補間により

物理量を予測する手法である．本研究では，

ノイズの影響を受けていると考えられる部

位の赤外線データを除去し，セミバリオグ
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図 2 熱画像（768 分割） 

図 1 計測施設・可視画像 

図 3 計測方法 

日射 



ラムを作成した後に Kriging 処理を行った． 
検討の結果，生データでは表面温度の範

囲が 11.2℃（図 4）であるのに対して，

Kriging 処理を施した結果，約 30％の 3.4℃
に縮小した（図 5）．欠損部は，処理前には

周辺の高温部と低温部の影響により明確に

はなっていなかったが，Kriging 処理によ

り欠損範囲が明確になった．  
赤外線画像へ及ぼす環境ノイズの種類は，

図 6 に示す構造部位や影，水分の影響によ

る低温部など種々のものが確認されている． 

検出画像の特性からその範囲を特定するこ

とは容易ではないことから，本研究では

768 分割した各部位ごとに統計量を算出し，

その特性から欠損部と環境ノイズの影響範

囲を区分した．統計指標には，既往の研究

により有効性が確認されている尖度と歪度

を用いた 1)．その結果，損傷部と環境ノイ

ズとでは特性が異なることが明らかになっ

た（図 7）．  

4. 結論 

本研究では，環境ノイズの影響を受けた

赤外線画像に Kriging 処理を施し，コンク

リート欠損の検出を試みた．その結果，赤

外線画像のポスト処理手法として Kriging
法が有効であることが示唆された． 
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図 5 熱分布（Kriging 処理後） 図 4 熱分布（Kriging 処理前） 

損傷部 

図 6 赤外線画像に及ぼす環境ノイズの影響 

図 7 尖度・歪度による影響範囲の判定 
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